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 今日は有明海の話をするわけですが、有明海の再生、確かに今有明海は危機に瀕しているわ

けです。今年は、ノリは割合にいいということでしたが瀬戸内海のノリがあまり良くないとい

うことで、佐賀のノリは好景気といわれていますが大変な時代を迎えたわけです。わたしは佐

野常民館というところに勤めていますが、筑後川の下流は二つに分かれていまして本流川と早

津江川に分かれていますけど、早津江川というのは昔の本流で真横に福岡県大川市大野島と、

下の方に佐賀県の川副町の大詫間があります。全国に二県をまたがった島が八つあります。人

が住んで 2 県またがっているのはここだけです。片方が昔の柳川藩で、片方が佐賀の鍋島藩と

いうことでことばも違います。私は毎日、窓から眺めていますが潮が満ちたり引いたりしまし

て、そこをノリ舟が行ったり来たりしています。ノリは今が一番おいしいことになっています。

今日は有明海の歴史と文化という非常に大きなテーマですが、私にとっては 60 年ぐらいのつ

きあいです。私は根っからの佐賀っ子ではなくて戦後、朝鮮から引き上げて旧制の佐賀中学校

に入りました。戦争中は学徒動員がありまして東与賀の大授搦というところで大豆を作ったよ

うです。わたしは終戦、朝鮮から引き上げてきて直接、種をまいてはいませんが学校の動員の

ために大豆畑に行ったことを覚えています。海は一面の干潟でこんな海があるのかと思いまし

た。 

また、その頃は食糧難でしたので食べ物を得るためにフナを釣ったり、ボラの子がいっぱい

いましたのでそれを釣ったりしていました。ボラは出世魚でヤスミといい、一番大きくなった

のがトドです。川副町に鰡江と書いてしゅくつえと呼ぶ地名がある。先日、川副中学校に話に

行ったんですが、子どもたちが自分の街のことを知らない。川副がなぜ川副町とついているの

かも知らない。川副は早津江川がそばを流れていることから地目になったものです。しゅくつ

江というのは、口が赤くなるボラのことでそれから鰡江と書いて朱口と呼ぶなどの話をすると

子どもたちはよく聞いてくれました。 

わたしの生い立ちからはなしましたが、図書館に入って 40 年いましたけど、終戦直後はア

メリカの GHQ がきて日本を徹底的に調べようということになりましてミシガン大学のポール

先生が日本研究の所長になりまして、県内の高校の先生に調査を依頼した。高校の先生が 10

人ぐらいいて、その中心になった方が米倉二郎先生でしたが、終戦後パージに引っかかりまし

て教職につけなかった。その先生は東シナとか満州とか軍部でいろんなことをしたということ

で教職につけなかったですけど、地理学者なのでそのまとめ役、また高田保馬先生という経済

学者で有名でしたが、高田先生もパージにひっかかってそういう先生が図書館にたくさんこら

れました。私は何も知らなかったですから郷土研究部に入って県内の研究者を集めて研究をし

ようと佐賀のことを知りたくて図書館に入りました。そこでアメリカの GHQ の下請けみたい

なものをやりました。アメリカですので航空写真など使って調査しました。日本は敗戦になっ

た直後で大きな台風がきて筑後川周辺は大被害を受けました。その対策のひとつで郷土のデー

タ・資料を作るのがその時の役目で県内いたるところを回りました。その後、県の図書館に入

りまして 41 年間勤務していました。その間、農地改革史、佐賀県史、教育史編纂などに従事



（図１）有明海総合開発計画図 

しました。川副町史、諸富町史、東与賀町史、久保田町史の編纂にもかかわり、有明海のこと

も勉強させていただきました。私は昭和 45 年に『佐賀の豆百科』という本を出しています。

有明海のことを書いていますが、佐賀新聞に連載した『佐賀の豆百科』を 3 冊出しましけどそ

の時有明海について書きました。当時は佐賀県庁では福岡県、佐賀県、熊本県、長崎県の 4 県

連合で有明海総合開発計画の策定をやっておられました。図書館にも調査に来ていました。有

明海に興味を持ち始めたのもこのころでした。 

 

今日、皆さまに配っている資料の最後に

途方もない「幻の有明海総合開発」（図１）

という計画があって有明海をなくそうと

いう計画がありました。それについても詳

しい報告書があって、ダイジェストにした

ものをここにのせていますが、日本は戦争

に負け、満州、朝鮮、台湾、中

国から百万人の人が引き上げ

てきました。昭和 28 年筑後川

の大水害で大変な犠牲者が出

まして二百数十億という被害

が出ました。なぜそういう水害

が出たかというと、筑後川上流

から、脊振からも流れてくる。

反面、有明海の高潮が上がって

くるということで止める手段

を考えないといけない。それに

はどうしたらいいか、島原半島

の下の方に堤防を作って潮が

入らないようにして中を湖水

化して土地を開発する。また、

有明海の下には石炭が眠って

いるので炭鉱開発をしてコン

ビナートを作る。今から考えた

らおそろしいほど壮大な計画

がなされていた。この計画は昭

和 28 年に完成し、実際やろう

としましたけども種種の事情で、昭和 44 年にこの計画は中止されました。この中で息を吹い

て残っていたのが諫早湾で昭和 58 年に今の諫早干拓だけが規模を縮小して工事に入った。こ

ういうことを一番心配しているのは誰だと思いますか。もちろん、土地の人も反対しましたけ

ども、心配されたのは天皇陛下でした。天皇陛下の歌集を読んでいますと、天皇陛下は有明海

のこういう計画をうすうすご存知だったようです。昭和 36 年、天皇陛下が還暦 60 歳のときに

（表１）幻の有明海総合開発 

  １ 締め切りによる国土造成 

  ２ 海底資源の開発 

  ３ 臨海工業コンビナート設立 



佐賀にこられて長崎に行かれまして嬉野温泉に泊まられて干拓も見られています。その時に

「めずらしき海まいまいも海茸も滅びゆく日のなかれといのる」と詠まれ、詞書として有明海

の干拓を憂いてと書いてあります。天皇陛下は生物学者であることはご存知かと思いますが、

干拓を憂いてという題がついて自然環境が破壊されていくことを心配されています。天皇陛下

は常に「雑草という草はない」ということで研究熱心で歌を粛々と作っておられます。天皇陛

下についていた方がいらっしゃいます。その方は 2･26 事件で有名な佐賀県神埼市千代田町出

身の真崎勘三郎さんの長男の真崎秀樹さんで天皇陛下の側近をされています。この方も佐賀人

でこの歌に関心があり、こういうことを書いています。「この時天皇陛下は還暦を迎え、第一

皇女の照宮成子内親王が東久邇宮盛厚は 17 歳で嫁いで病気をされていました。天皇陛下の還

暦のお祝いに参加できないことに心を痛めたその年に有明海にこられています。天皇が「いの

る」ということばを使われることは大変なことで、それに「うれう、心配する」ということば

を使うということは、いかに有明海のことを心配されているということです。諫早湾干拓反対

運動が起こりましたが、この歌碑ひとつを諫早湾の近くに立てていたら長崎県の知事も諫早湾

の干拓をやらなかったと思います。昭和天皇はまた後にも嬉野に植樹祭にこられています。そ

のときも歌を作っておられますが佐賀県の東与賀のシチメンソウを見られて「面白し沖へはる

かに潮引きて鳶も蟹も見ゆる有明の海」歌を昭和 62 年に歌われました。その翌年、亡なられ

ました。天皇が有明海について心を開いておられたことがこの歌からもわかります。天皇陛下

も有明海のことを心配されていたことを皆さまにも知っていただきたいと思います。 

今日の本題に入らせていただきます。一般の方に広く有明海のことを知ってもらいたいと思

います。今から 35 年前に書いた私の本に新しい資料を加えながら話を進めていきたいと思い

ます。 

  

この本の前書に「九州

の母なる有明海。」佐

賀が生んだ象徴派の

詩人蒲原有明。（表２）

この人は佐賀県杵島

郡の白石町の須古の

生まれです。ここに須

古城がありまして有

明海がよく見えると

ころからペンネーム

にしています。福岡県

柳川が生んだ詩人北原白秋も有明海の持つ豊かな風土から多くの名作を残しているその中で

は『思ひ出』という短編小説には少年の日のことがこめられている。「私はその中にムツゴロ

ウという奇妙な魚の生息していることを知った。そしてそのサンショウウオにも似た怪しい皮

膚の小さなイモリ上の一群を恐ろしいもののようにのぞいておった。それから潟にはワラスボ

という魚がいてうなぎに似た皮膚に斑点があるぬるぬるした静脈色の魚もいた。魚というより

むしろ蚊のらい病にかかった姿である、メカジャと称する貝は青くて病的な香りを発する下等

（表２）有明海と文学 

 （１）中島広足 （１７９２～１８６２） 国学者 「佐嘉日記」 

 （２）蒲原有明 （１８７６～１９５２） 詩 人  「牡蠣の殻」 

 （３）北原白秋 （１８８５～１９４２） 詩 人  「思い出」 「水の構図」 

 （４）長谷 健  （１９０４～１９５７） 芥川賞作家 「からたちの花」 

 （５）伊藤靜雄 （１９０６～１９５３） 詩 人  「有明海の思い出」 

 （６）矢野 朗  （１９０６～１９５３） 詩 人  「不知火抄」 

 （７）日野葦平 （１９０７～１９６０） 作 家  「島原半島」 

 （８）宮崎康平 （１９１７～１９８０） 作 家  「まぼろしの邪馬台国」 



動物である。それを過食するけちん坊の女房が目をやんいた。あげまきという貝は薄き色の殻

の中にやはり薄色物の帽子をつけたやはり片跛（かたちんば）の貝で人間の姿をしてふんどし

を締めている。しかしおいしいのである。」と有明海のことを生き生きと書いています。ほか

には『次郎物語』を書いた下村湖人さんは有明海と関係深く、潮の満ち干きしているところが

『次郎物語』に出てきます。また、明治画家の青木繁が福岡の城島にしばらく滞在して有明海

の夕日を描いています。有明海は 4 県にまたがって静かな平凡な海に見えるが、日本の海で有

明海ほど人間の生活に大きな影響を与える海はないということです。宮崎康平さんは作家がい

て「まぼろしの邪馬台国」という本を書いて吉川英治賞を貰いました。これを映画化しようと、

吉永小百合さんを卑弥呼にして「まぼろしの邪馬台国」の映画を作られています。「まぼろし

の邪馬台国を書いた宮崎康平氏の説を借りると、日本の最初の統一国家は有明海を母体として

生まれている。これは有明海の地質的、歴史的でも他と異なった不思議な要素を持っている。

万葉集に「不知火、燃ゆる神秘の海」といわれながら色々な歴史があるわけです。戦後は有明

海の総合開発で下には石炭が数百億トンと眠っています。今は炭鉱はありませんが、将来エネ

ルギーがなくなりますと石炭を掘ることもありえます。有明海は今、好景気になってノリ、漁

民だけのものではない。有明は九州の生命の海である。有明海の過去と現在そして将来の展望

をできるだけ幅広く取り上げると書いています。40 年も前のことです。私が本を漁民の方に見

せに行きますと「有明海は今、好景気にわくノリ、漁民だけのものではない。ということはど

ういうことだ」と怒られまして一冊も買ってくれませんでした。苦い思い出です。 

  

 では、テキストに戻りますと最初に有明海

の名前の由来が出てきます。地図（図２）も

書いてあります。普通、有明海というのは慣

用説、国土地理院説、海上保安庁説、百科事

典説があります。みなさまは有明海というと

どの範囲を有明海というと思いますか。島原

半島の早崎瀬戸から諫早湾に入った全体を

有明海と慣習上は言いますけれど国土地理

院はそうではない。地図帳を見ると多比良か

ら長洲の上のことを湾奥部、湾中部、湾口部

と三つにわけてそれを全部併せて有明海と

いう。ところが地図帳の横には島原湾と書い

ています。海上保安庁の地図には有明海はあ

りません。島原湾と書いたり海湾と書いたり

しています。なぜこういうふうになっている

のか。この違いは下の方から全部を合わせて

有明海といって湾奥部、湾中部、湾口部と分

けるのであればいいですけど、境界線をはっ

きり引いているわけではないですけど多比良から長洲の上が有明海でその下は島原湾と普通

の地図には書いてありますので非常に混乱します。 

（図２） 



（図４） 

それでは島原湾で取れた魚は有明海産ではないのか。この際、地名を統一して全部を有明海

といってほしいと思います。料理を扱う人は全部の慣習をもって島原湾でとれた魚も有明産と

考えておりますが、学会では通っていないのでいまだに３つの由来がある。なぜ、有明海とい

うのか説明しますと佐賀県杵島郡白石町の有明、島原の上に有明町がある。熊本の天草にも有

明町がありました。ですから昔の人は全部を有明海と思っているのにもかかわらず、名前が違

うのであれば混乱するので、有明海と統一してほしい。考えてみると「海」とするのはおかし

くて「湾」とするほうがいいのではないかと思いますが、これには実は意味がありまして、鹿

児島県に志布志湾岸に有明町というのがあります。それで志布志湾のことを昔は有明湾と言っ

たようで外国の地図に載っています。だから混乱することもあって、こちらを「海」にしたの

ではないかと思います。いずれにしても名前の問題は混乱の元になりますので統一してほしい

と思います。 

 次に有明海の誕生につい

てですが、1 万年前の有明

海はほとんどが陸地で今の

海面より 40 メートルほど

下がっていた（図３）。とこ

ろが、1 万年前後期を境に

して気温が上昇したために

大陸氷河や山岳氷河が溶け

始め、7000 年ほど前には有

明海が解けて海が侵入して

きて今の佐賀市大和町の尼

寺付近まで潮が上がって

きたことになるわけです。

昔は沖積層の境が海抜 5

メートルぐらいのところ

がこの沖積層の始まりで

あって、海抜等高線 4 メ

ートルが弥生時代の海抜

線であり、佐賀市の下に

平安初期の海岸線が西暦

800 年ごろはこうだった。

それから戦国時代、明治

時代の各海抜線を書いて

あります。これが今まで

の佐賀平野の進展図でし

た。ところが、電気観測機といって電気で窒素を分解して調査をすることができるようになり

ました。そうなると、図 4 の図面上に海岸線が一様ではなく出たり入ったりしていることが分

かりましたが図 4 の A の線が縄文時代の海岸線で、B の線が弥生式の海岸線となっています。

（図３） 



数字の 4 のそばに東名遺跡があり、そこに嘉瀬川が入っています。嘉瀬川は久保田町の西のほ

うに流れていますが当時は東の方に流れていた。その嘉瀬川がだんだんと西の方に流路を変え

ていって現在のところに来ているわけです。この東名遺跡を 10 年間、発掘調査している。東

名遺跡は縄文早期約 7000 年前のもので、保存状況もいいし国内最古の網カゴや木製品を中心

に貴重なものが数多く発掘されています。有明海の歴史の始まりを証明する手がかりのひとつ

となっています。 

  

次は、有明海の地理的特質ですが、有明海

の潮がどういう風に流れているかを書い

ているもので反時計周りに口之津から熊

本、大牟田、筑後川河口を通って戻ってき

ています（図５）。一日 2 回ずつ潮が満ち

ていますから、潮が満ちてくると重たい砂

を東の方に落としていく。そして湾奥部の

ほうに行きまして筑後川の先に行きます

と小さな浮泥になってそれが回ってそれ

が諫早湾に入る。佐賀の鹿島では毎年ガタ

リンピックがありますが、そこは潮がまわ

って重たい砂がおちて鹿島のあたりにな

ると粉上の泥になっています。だから、肌

についても大丈夫なわけです。それから最

後に諫早湾に入る。諫早湾は干拓をしてい

ますからゴミもすべて諫早湾に入ってし

まうわけですが、稚魚が産卵するところに

非常によいところで、湾の方から真水が湧

くような箇所があります。それは魚が棲む

には絶好の場所です。それを干拓してしま

っていますから大変なことになっているわけです。あとは潮の混合も書いてありますので読ん

でもらいたいと思います。 

 みなさん、有明海にはガタがありますがガタはなぜできるかご存知ですか。ガタはどこでも

あるかといったら違います。有明海のガタの特徴は単なる泥ではない。なぜならば多良岳によ

って土砂が流れてくるけれど大村湾ではガタができなくて、有明海に流出したものがガタにな

るのはなぜか。そこには化学分析が必要である。わかりやすく言えば有明海という大きな鍋で

山から降った灰が河川によって流出した土砂が海の力によって練り直されている。それでヘド

ロが筑後川の運んだ泥でもなくて多良岳から流出した泥でもない。有明海によって新しく生ま

れた土が新しくヘドロになっている。それを化学分析すると、モンモリロナイトが主成分にな

って、モンモリロナイトになる過程で有明海に注ぐ河川の流出物には火山灰が多く、その中に、

アクロエンという成分が含まれている。そのアクロエンが河川の水に含まれているケイ酸と作

用してハロイサイトになり、それがさらにケイ酸と作用してモンモリロナイトという成分にな

（図５） 



る。これがヘドロの成分になります。ヘドロの一番の立役者はケイ酸で、ケイ酸を調べますと

筑後川は 43％、紀の川は 14％、信濃川は 9％と筑後川が一番多いです。人の説を借りると専門

的なことは書いてあるけれどヘドロの主成分モンモリロナイトには肥料成分のカリウムやカ

ルシウムなど多数、吸収する力がある。そのため多良地方の沿岸ではヘドロを畑に入れて客土

をすることが古くから行なわれている。私も畑の中に貝がいっぱいあるので不思議に思ってい

たら有明海のヘドロをもって肥料代わりに畑に入れていた。ヘドロは粘土質であるが焼き物に

は使えない。なぜならば水分を含むと膨れ上がり性質があり極端に縮んだり膨れたりする性質

がある。そのために進行中である干拓地においては乾いた土も被害になって工事関係者を嘆か

せている。 

 この地理的特質の中で日本の主な干潟面積（表 3）が書いてあります。日本には今ほとんど

干潟がなくなっています。有明海は全国の 41％の干潟を持っています。そのうち湾奥部は 21％

の湿地を持っていて非常に貴重です。こういう貴重なものをつぶしてしまうことは大変なこと

になるわけです。 

 （表３）日本の主な干潟面積 

地  域  名 ｈａ ％ 

有明海 ２６，３００ ４１．５ 

内筑後川湾奥 １３，７００ ２１．６ 

八代海 ４，６００ ７．３ 

瀬戸内海 １５，２８０ ２４．１ 

東京湾 １，４２０ ２．２ 

伊勢湾 １，１５０ １．８ 

全     国 ６２，４６０ １００．０ 



次に有明海と河川の関係で表がのっていますが、有明海の堤防でして佐賀市の海抜が約 4 メ

ートル線です（図６）。有明海の大潮のときは最大高 6 メートルぐらいになりますから、もし堤

防がなければ佐賀県庁のところでもムツゴロウが泳いでいるとそういう低平地であります。オ

ランダはそういう低平地でありますからみんなが堤防に対する認識あるわけですけど、佐賀の

人はあまり関心がないのが残念なことです。それと下線の断面図を描いていまして牛津川、六

角川、嘉瀬川、筑後川が書いてあります。これはどういうことを表しているかといいますと、

牛津川、六角川というのは「江湖（えご）」であることを表しています。江湖の前は有明海の

「澪（みお）」といいまして潮が満ちてくると一面に広がるのではなくて、枝のように入って

くるのが江湖という。江湖というのは上流がない河川のことで本庄江とか佐賀江とか書いてあ

って佐賀は江湖の町です。江湖は入江がないので澪に従って船が入ってきます。それで牛津川、

六角川というのは江湖に近い川です。それに比べて嘉瀬川は川底が浅い。佐賀の川は山から流

れてくるので天井川で堤防内に土砂が溜まりますから川がどんどん高くなる。田んぼに水を引

くのは高いのは非常に便利です。佐賀の多布施川沿いに工業高校のグラウンドと多布施川の川

底を比べたら多布施川の堤防がかなり高いです。から多布施川が切れますとその水が多布施川

に戻りません。あふれた水は江湖や堀に行きます。それに比べて筑後川は少し高く書いてあり

ますが江湖的性格もあります。と言いますのは久留米の瀬ノ下まで潮が毎日毎日上がってきま

すから嘉瀬川とは違って江湖的性格が筑後川であるわけです。他の川のことも調べなければい

（図６） 



けませんが佐賀県の例だけを話しました。 

  

次に有明海を歴史の舞台に変えた人

でまずは徐福について書いています。

徐福は秦の始皇帝が不老長寿の薬を求

めて徐福にその薬を取ってくるよう命

じて徐福が日本に来て伝説によると佐

賀の諸富町寺井に上陸したことになっ

ています。そして金立山で薬草を探したことになっています。これは『史記』という本に書い

てありまして中国では実存の人物として書いてあります。毎年、徐福のお祭りをするわけで佐

賀市は中国と友好都市になりました。昨日の西日本新聞の記事に「中国の徐福の里に桜の木を

植えようと佐賀から桜の木を持って行き友好をつかむ」という記事が載っていました。そして、

佐賀市金立には徐福長寿館という記念館がありましてその一面は薬草公園になっています。佐

賀では徐福会がありまして徐福のお菓子を作ったり、調査団を作って定期的に交易をやったり

しています。徐福は吉野ヶ里より 400 年前の縄文中期の人で稲作を持ってきたことで徐福と吉

野ヶ里を結びつけて佐賀ではいろんな催し物が行なわれています。徐福の子孫という人が諸富

町に来ています。諸富町では中国との交流をして昔の旧佐賀線を徐福ロードに変えまして日中

友好のシンボルとして現在は囲炉裏路の催し物をやっています。 

  

 次に鑑真についてですが、天皇から伝

戒の師として招かれた唐の高僧で井上靖

著書の「天平の甍（いらか）」で知られて

います。天平勝宝 5 年（753 年）東シナ

海を越え、有明海にやってきて嘉瀬津に

上陸した佐賀県では平成 2 年に上陸の地

森林公園に記念碑と鑑真船のモニュメントを作り、毎年鑑真祭りを催しています。現在は鑑真

船を模した遊覧船 12 席が嘉瀬川をにぎわせています。特に秋のバルーンフェスタの人気乗り

物になっています。私は鑑真調査のた

め中国の揚州に行ったが揚州にあった

地図には嘉瀬の漢字は鹿瀬とあった。

鑑真が愛した瓊花（けいか）の花が森

林公園に植えられている。これも有明

海を通じて中国との交流を表している。

去る、3 月 3 日東脊振の修学院でお茶

のシンポジウムがありこれに参加した。

栄西禅師が中国浙江省で仏道修行、そ

の節茶種を持ち帰り、背振山にまいた

のが、日本茶栽培の始まりといわれて

いる。中国との文化交流に有明海が使

（表４）主要項目 

①ハイテク集団の渡来と弥生文化の創生 

②佐賀における徐福関連事業 

●日中友好さがシンポジーム・研究会の発足 

●徐福長寿館の建設など 

（表５）主要項目 

①鑑真記念碑の建立 

（平成２年１１月佐賀県森林公園） 

②鑑真を通じての日中友好交流 

③遣唐使船レースの開催 

（図７） 



われたことが近年わかってきた。 

 （図 7）は平安後期から鎌倉時代の輸入時期などの出土状況だが、日宗貿易をしたことを示

す中国の銅銭や焼き物が多く出土しているのがわかる。これまでは玄界灘ばかりが公益の場所

と見られていたが有明海方面の研究も今後の課題であろう。 

  

 次にキリシタン史の曙を書いています

が、島原の乱が有名ですけども 1562 年南

蛮貿易をもくろんで口之津港を開港した。

この開港はキリスト教を受け入れことと

同じことで、有馬は大村純忠のちに大村市

から長崎の地を幕府に献納して長崎が開

港する、その後島原の乱が起こるわけです。

それについては著書がたくさんあります

ので有名です。そこに島原の子守唄も関係

があります。口之津から与論島の人たちが

三池炭鉱で掘った石炭を海外に出した。そ

の歴史を歌ったのが島原の子守唄です。島

原の貧しい人たちを女郎としてシンガポ

ールなどに売られていくわけで、その斡旋

をした人も分かっている。口之津港は日露

戦争後、三井三池炭鉱が開発され石炭の輸

出港として栄えていく。その後、太平洋戦争にもつながる。日本歴史を語る上で、有明海を除

いては語れないと言うくらい、いろんな歴史がある。そういう意味で『日本の文化はここから

始まった』というタイトルをつけました。有明海から始まった、吉野ヶ里はいうまでもないこ

とです。日本の歴史公園では飛鳥と吉野ヶ里の 2 つしかありません。佐賀の山手には縄文文化

があるし、山ろくには吉野ヶ里丘陵が弥生文化の象徴です。下がれば中国の文化が入ってくる。

有明海というのはすばらしい文化の宝庫です。こういう海を持っている地域というのは他にあ

りません。有明海をもっといろんな人に知ってもらわないといけない。有明海に住んでいる魚

というのはよそにいる魚ではない。私も中国のムツゴロウ調査に行ってきました。佐賀県の鳥

がカチガラス、県の木はくすのき、花もクスの花で佐賀県の旗にはクスの花が書いてあるが、

魚はなんにするかというとムツゴロウにしました。これは漁獲量が少ないのにどうしてムツゴ

ロウにするのか玄海方面で反対もありました。佐賀県小城市芦刈町には有明海水産試験場を作

って一面がムツゴロウ公園になっています。 

上海に行くとクリークがたくさんあって、佐賀とおなじ情景を見るようでした。ムツゴロウ

を小さな鍬で掘っていました。向こうのガタは黄色っぽくて海岸には大きい石をまばらに置い

て堤防にしていました。ムツゴロウが取れる量は多いときで 2～5 キログラムとれる。民間の

市場では 500 グラム日本円で 320 円ぐらい、南の温州あたりに行くと 600 円ぐらいになるとい

う。通訳の人の話ではこの周辺で 3～4 トンのムツゴロウがとれる。他の魚と比べると高値で

ある。またムツゴロウは強壮剤として小さなものは生で食べるとも言いました。ムツゴロウの

（写真１） 



捕り方はほとんどが鍬で掘るのと竹筒法で穴にいれて取るといいました。それからつり針で引

っ掛けて捕る方法も見せてもらった。捕ったムツゴロウをご馳走してくれるということで蒲焼

が出てくるのを楽しみにしていましたが、蒲焼にするには泥をはかせる時間がないので、唐辛

子を入れて醤油と油で炒めた料理を出してくれました。ムツゴロウ調査をしていて思ったのは

有明海にしかいない魚が 12 種類いますがそれは中国にもいるわけですから、昔は中国と内陸

続きで今は有明海にしか残っていない遺留魚として残っているのです。佐賀では堀のことをク

リークといいますが、これは中国語です。江南地方のクリークには葦があって菱が生えて菱の

実をタライに乗ってとっていました。佐賀の先祖も向こうから来たのではないかという情景も

見ることができました。 

 今日は、「有明海の歴史と文化」ということで古いことから新しいことまで話しましたが、

よく似たところがたくさんあります。佐賀市も徐福館をつくっていますし中国と交流をしよう

ということで今年の春にむこうに桜の木を植えるということです。吉野ヶ里のことを詳しく申

し上げないといけないですがいろいろな本が出ています。また有明海再生課では『有明海』と

いう冊子を出しています。みなさんに知っていただくために有明海の情報を載せています。こ

ういう貴重な海はよそにはない。有明海だけです。是非、有明海を九州の海・豊饒の海として

みなさまがたに知っていただきたいと思います。 



 

今からノリの歴史、どうして有明海のノリがおい

しいのか、話をしていきたいと思います。 

 

 まず、有明について話したいと思います陰暦の 16

日前後の日で夜が明けるころを有明と言いますけ

ども、そういう時は東の空に太陽が上がって、西の

空にはまさに月が入ろうとするときです。このこと

は事典に書いてあります。先ほど福岡博先生の講演

でも「有明海」ということばが出てきていましたけ

ども、明治 17年発行の『佐賀県地理小誌』には「有

明ノ沖」という名称が出てきます。これは佐賀県、

福岡県沖は「前海」とか「前の海」と書いてありま

すけども大浦、大牟田沖のところを指す言葉として

「有明ノ沖」が出てきています。「有明」というこ

とばが初めて出てきた書物だと思います。 

 

 

  

有明という名称が使われている地名を調べたと

ころ、全国にも有明という地名がたくさんありまし

て私が調べた限りでは 36 ヶ所ありました。何か共

通性があるのか考えてみましたが、全くなくて北海

道に 10 ヶ所、小樽、札幌にも「有明」という地名

があります。それから一番有名なのが有明コロシア

ムのある横浜。また津々浦々にあるかと思いました

が名古屋や長野県にも「有明」がでてきます。当然、

有明海近辺が多いですけどれも、志布志湾は有明湾、

有明海は大牟田、雲仙、佐賀県、いろんなところに

36 ヶ所あります。 

 

  

ここからがノリの話です。皆さんが食べておられ

るノリというのは学問的には紅藻類、ウシケノリ、

スサビノリという種類で、一番耳にして知っていら

っしゃるのはアサクサノリだと思います。実際、言

有明海のノリの歴史とおいしさ 

佐賀県庁有明海再生課 川村 嘉応 



いますと、今食べられているノリには、数パーセン

トのアサクサノリしかありません。ほとんどがスサ

ビノリです。今のノリ養殖はスサビノリの単品にな

っています。ただ日本には 30 種類ぐらい、世界に

は 133種類のアマノリ類があります。 

 

33 種の中にはマルバアマノリとかウップルイノ

リ、ウイというのは島根県にありまして岩ノリ系こ

とで今でも現地の方がとって岩ノリの瓶にして売

っていらっしゃる。アルバアマノリも一緒です。た

だ先ほども言いましたように今の養殖ノリとして

はアサクサノリというよりもスサビノリです。今、

品種改良がものすごく進んでいまして、写真のよう

に幅の薄いノリをとっている。長く伸ばすと 1m ぐ

らいなりますけど、実際の養殖の中では 30～40cm

になったら摘んでいる。それを繰り返し摘んでノリ

養殖をやっているという現状です。 

  

次は、ノリの養殖の歴史を話しますが、ノリは天

然ものですので原始時代から利用していたと思い

ます。実際にノリという名称が出てきますのは大宝

律令です。701 年に施行されていますけど、租庸調

の「調･みつぎもの」として「紫菜」ということば

で出てきます。これが書物に出てくる始まりです。

中国では今でも「紫菜」という名称で使っています

ので、間違いなく大宝律令の 1300 年前ぐらいの書

物に初めて出てくるということです。延喜 5年の書

物に残っているのは、ノリがいろんなところで取れ

ていたということで志摩（三重県）、隠岐、出雲、

石見（島根県）、土佐（高知）で取れていたことが

わかります。 

今のように養殖という話になりますと歴史が浅

くて、東京湾の浅草がありますけども「浅草」とい

うことばからアサクサノリができています。「養殖」

という言葉は江戸時代からということです。それま

では岩に生えているノリをとっていたと思います

けども江戸時代になって養殖が始まります。一説に

は、江戸の始めとか元禄時代からとかいろいろあり

ますけども、江戸の初期から養殖、しかもヒビたて



という時代があります。ヒビたてというのは笹を立

てて、ヒビを立てて、それにノリがつきますのでそ

れを捕っていた。これが養殖の始まりです。これは

手でむしっているわけですけども、「ヒビ」という

語源は「日々、徳川様に献上する」。いわゆる、武

を挿して囲っている中に魚を飼って、日々、徳川様

に魚を謙譲していたので「ヒビ」という言葉が出て

きます。ヒビにノリがたくさんつくことがわかった

ことからみんなで竹を立ててノリをとるようにな

ったのがノリ養殖の始まりです。江戸時代は、ヒビ

による養殖がありましてそのヒビ竹の養殖が昭和

30年代ぐらいまで続いた。有明海奥部にはもともと

ノリはいません。福岡、佐賀のにごりのある湾奥に

はノリはいないわけですけども、先ほども言いまし

たように熊本県では岩や竹についているものを取

って生計を立てていた。福岡県や佐賀県にはノリが

いませんでしたので、福岡では明治 33 年に養殖試

験をしています。佐賀県は明治 36 年ごろから大詫

間、太良町で試験が始まっていますが、どのように

したかといいますと湾奥部には種がつきませんの

で熊本県に行ってヒビに種をつけてもらって、持っ

て帰ってから養殖試験をしました。それが有明海で

のノリ養殖の始まりです。その間も工夫されるわけ

ですけどなかなか進展しません。他の県に種を求め

ないといけませんので。たとえば、玉名温泉は地元

の人を接待するために温泉街が大きくなりまして、

発展するわけです。ノリ養殖の仕方は簡単に言いま

すと、養殖、切断－乾燥－成形、検査－入札をして

みなさんの手元に届く流れになっています。ところ

が 1年のうち 7ヶ月が種つくり、種付けから摘採ま

での 1 ヶ月です。ですから 10 月から養殖が始まっ

て 11 月の中旬には店頭に並ぶわけですから非常に

短い間にノリが生長して陸の流れに移ります。非常

に早い生長です。昭和 30 年代まではヒビ竹でした

けど、現代ではそれをノリ網といいます。5 尺網と

いいますけども幅 1.6m、縦 18m の網が 1 枚網です。

これに種をつけるということです。黒いところがノ

リですが、たった 1ヶ月くらいでこれぐらいの大き

さになるにます。昔は、つまんでノリをはがして家



内労働的にやっていましたが、これはミンチにして

いました。現在は機械化されていましてそのまま切

断されたものが出てくるという非常に簡単なもの

になっています。それを干す。昔は天日干しをして

乾燥していました。現在は機械で、写真は 8枚です

が今は 16枚のせて乾燥させる。2時間ぐらいで 1枚

目ができます。そういう能力のある機械になってい

ます。ノリは春夏秋冬と生活しますけども、冬にな

らないと目に見えてこない。夏の間どこにいるのか

わからなかった。ところが、イギリスのドリュウさ

んが昭和 24 年に夏の生活状態を発見しました。そ

のことによりノリの生活史が明らかになります。ド

リュウさんが発見したものはカキ殻の殻胞子です。

これを日本の研究者たちは探すことができなくて

夏の生活の様子を語っていましたけども、これをド

リュウさんが発見したことによりノリ養殖が発展

さしていきます。それがわかったので人工管理がで

きるようになりました。すべてが一年間にわたって

人間が管理できる。昭和 32 年ぐらいに人工種付け

が完成します。ちょうどその頃に昭和 28 年に筑後

川の水害がありまして、その当時は貝の生産が有明

海では多かった。この大水害とか農薬被害がありま

して、貝が取れなくなりました。ノリ種付けが成功

したことで、どこでもノリの養殖ができるようにな

りましたので、いっせいにノリ養殖に転換されまし

た。それが昭和 30 年代で、それから生産枚数が上

がってきます。その後、網が化学繊維化されました。

乾燥も機械でできるようになりまして昭和 40 年に

は冷凍網が発見されました。冷凍網というのはノリ

をマイナス 20 ぐらいの冷凍庫に入れれば死にませ

んので、この性状を利用した技術です。これも大発

見です。これは韓国の寒いところでもノリが生きて

いるのを見た人が冷凍庫に入れて保存することを

思いつかれました。それから 1期作から 2期作の養

殖になりました。2 回ですので 1 回病気になっても

そこで張り替えて養殖をするということができる

わけです。すると、生産は上がっていきます。佐賀

県もその頃に冷凍網術を導入して発展していきま

す。さらに品種改良、全自動機械が導入されること



によって生産が上がっていくことになります。今の

有明海の支柱式という方法ですが網は一日二回乾

燥されます。満潮になれば水の中にある。これを繰

り返すという方法です。浮き流しという方法もあり

ますが熊本県や瀬戸内海でこの方法がとられてい

ます。そして人の目で見て等級を付けて入札をする。

これは味の要因は入ってはいなくて「見る」ことで

色表示、つやを見るわけですけども、「有明海一番」

は味の評価を入れたもので、味が良いものに名前が

ついているということです。皆様にお配りしている

ノリは等級として非常にいいものです。味付けノリ

と普通の焼きノリが入っています。味付けノリは人

が人工的な味をつけています。焼きノリは天然素材

そのままのものです。残念なことにノリ産業という

のは 1 千億円産業、100 億枚とれて 1 千億円産業で

す。ということは 1 枚平均 10 円で、昔は 1 枚 20～

25 円でしたので少なくてお金を儲けていたのです

けども今は厳しくなっています。昔は贈答用として

30～40％を占めていたわけですけども、平成にはい

る頃から贈答用が売れなくなってしまった。お中元、

お歳暮に使ってもらえなくなっている。それで何が

業務用かといいますと一番はおにぎりです。おにぎ

りで海苔産業は維持されています。おにぎりがなく

なるとノリ産業は壊滅します。おにぎりはコンビニ

エンスストアで買われると思いますがコンビニエ

ンスストアは 4 万軒あります。年間 40 億個売れて

います。これがノリ産業を支えている。中国の人口

が 15 億人ですから 15 億人が 100 個たべたら 1500

億個。産業としては成熟していまして、おにぎりだ

けが調子がいい。あと 64 億枚ぐらいはラーメンに

使われたり、巻き寿司に使われたりといろいろなと

ころで使われています。 

 最後にノリの味の話ですが、味覚は人によって違

います。アミノ酸量、有機酸、遊離糖、核酸、有機

アミノ酸というものが影響していると思います。特

にノリはアスパラギン酸、タウリン、アラニン、グ

ルタミン酸がたくさん入っています。100g あたり

1000mg ぐらい入っています。タウリンというのはオ

ロナミン C に 3000mg ぐらい入っています。100g 食



べるのは難しいです。ノリは 1枚 3g ですので 30枚

食べないといけません。しかしタウリンだったら非

常に多い。グルタミン酸、アラニンが含まれていま

すので味のよい製品ということです。是非ノリを食

べてもらいたいです。 

では、どうして有明海産ノリはおいしいのかという

と、筑後川の水が入ってきます。有明海の半分が筑

後川の水だといわれていますけど、それにはたくさ

ん栄養が含まれています。川は淡水ですから豊富な

栄養と適度な塩分があります。それが有明海のノリ

をおいしくさせています。いわゆる 6m の干満差、

それによる巻き上がり、川から流れた栄養は泥に溜

まります。風が吹くと泥が巻き上がり栄養塩が海中

に戻るわけです。そして流れができます。流れによ

って酸素が供給されますので光合成をたくさんし

ます。支柱式養殖なので一日 2回は乾燥します。乾

燥することによって、収縮、海水中で膨張すること

を繰り返すわけです。縮んだり膨らんだりすること

で細胞を守るためにアミノ酸などの低分子物質や

糖類がたくさん必要になります。そうすると乾燥す

ることによって味がマイルドになってたくさん低

分子が含まれるということです。アミノ酸量は瀬戸

内海の浮き流しでも同じです。何が違うかといいま

すと、堅さです。食べてもらうと分かりますけどや

わらかいです。口に入れた時点で口の中で溶けます

が、瀬戸内海のノリは厚いので噛んでもなかなか味

が出てこない。その違いが有明海のノリがおいしい

といわれるゆえんです。それはどうしてかというと

推論ですけども、柔らかさは浸透圧と関係します。

常に湾奥部は低比重で塩分濃度が低いですので、細

胞の中は当然、同じ浸透圧レベルにするのに細胞壁

を厚くする必要がないわけです。ところが、塩分濃

度が高い瀬戸内海というところは細胞壁を厚くし

ないと膨らみバーストするわけです。細胞壁を柔ら

かく保っていける有明海のノリが柔らかいという

ことが言えそうですね。柔らかさとアミノ酸量でお

いしい。人間はおいしいノリを数十年もかけて選抜

してきています。そういう努力があります。それか

ら集団でノリを品質化しておいしさを保つことで



おいしいノリができあがっているわけです。 

 ノリの栄養ですが少なくてもたくさんの栄養が

含まれています。特に目立つのが食物繊維です。私

は胃腸の調子が悪くなるとノリを食べます。食物繊

維ですのでお通じが良くなります。ヨ－ドは非常に

多いです。バセドウ病なんかにいいということです。

最後になりますけども「おいしい海苔」の評価基準

が変わってきていまして非常に美味しいノリが今

から出てくると思います。ぜひ買っていただきたい

ということをお願いします。 

 いま、有明海というのは非常に問題が多くなって

います。私は筑後の久留米で生まれましたけど小学

校の頃、有明海を覚えているのは、潮干狩りに行っ

てバケツいっぱいアサリをとってすごいなと思い

ました。残念ながら今の有明海の海底は貝や魚がい

ないという問題が顕在化しております。そういうこ

とに注目していただいて、どうしてそういうふうに

なったかを考えていただければと思います。われわ

れ再生課という名前がついていますけども、有明海

再生機構と原因究明をしてどうにかして有明海対

策をしていこうと思っていますので、是非、皆様の

協力をいただければと思います。 

 

質問者：私も 365 日、海苔をいただいています。私

も有明海の海苔がおいしいことは聞くけど、何に効

くか聞かない。たとえば「海苔を食べれば若くなる」

とか公表をしたほうがいいのではないですか。どん

なことに効くのですか。 

 

川村：先ほども言いましたように海苔は 3g ですの

で、たくさん食べるというよりも継続して食べるこ

とが大事ではないかなと思います。海苔の栄養とい

うのは結構多い。ミネラル、食物繊維も多くてビタ

ミンも含まれていますので毎日食べていただくこ

とが効果あると思います。365 日食べれば 1kg にな

ります。少しずつ続けて食べていくことがいいので

はないでしょうか。 

 

質問者：海苔を養殖するときに海苔がよく育つよう



に何か添加したりするのですか。 

 

川村：海の中では PH の低い液につけますけど、陸

上に上がってきたら添加はできないと決まってい

ます。商社は「海苔は天然物だ」ということで漁業

者と製造の途中で添加物･不純物を入れないと契約

しています。 

 

質問者：最近、ポリタンクがたくさん漂着していま

す。そのポリタンクの中には韓国のノリ業者の間で、

ノリの殺菌のために中の液体を使う、と新聞に載っ

ていましたがどういう品物を使ってどういう影響

があるかを知りたい。 

 

川村：全国の話しになりますけども、日本は有機酸

という天然素材の有機物が入った酸で Ph を下げた

液体にのり網をつけて病気を防ぐことをしていま

す。硫酸、塩酸は強烈なものですので日本では使っ

ていません。有機酸ですので有機物で天然で分解さ

れる素材です。 

 

質問者：それでは韓国のノリはあまり食べないほう

がいいということですか。 

 

川村：酸はノリには残留しませんので、食べるのに

何の問題もありません。 
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